
快適空間へ畳個室を廃止
本店（立

町）改装オープンへ
酔心

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�株
酔
心
（
中
区
立

町
、原
田
仁
司
社
長
）

は
、
グ
ル
ー
プ
の
中

核
店
舗
で
あ
る
酔
心

本
店
（
中
区
立
町
六

―
七
）
の
二
・
三
・

五
階
フ
ロ
ア
の
改
装

を
進
め
て
お
り
、
７

月
１４
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
。

部
分
改
装
を
除
け
ば
、

９
０
年
以
来
一
七
年

ぶ
り
の
大
規
模
改
装
。

畳
部
屋
や
正
座
機

会
の
減
少
な
ど
、
近

年
の
住
宅
・
生
活
事

情
を
考
慮
し
、
本
店

内
に
あ
っ
た
畳
部
屋
を
廃
止
す
る
―
が
基

本
方
針
。
足
を
伸
ば
せ
る
掘
り
炬
燵
や
テ

ー
ブ
ル
席
を
増
や
す
こ
と
で
、
ゆ
っ
た
り

と
く
つ
ろ
げ
る
食
事
空
間
を
提
供
す
る
。

掘
り
炬
燵
の
個
室
と
テ
ー
ブ
ル
席
が
あ
っ

た
二
階
は
、
改
装
で
仕
切
り
を
外
せ
ば
三

六
人
ま
で
入
れ
る
掘
り
炬
燵
部
屋（
二
部
屋
）

と
、テ
ー
ブ
ル
席
個
室（
一
八
人
）が
二
部
屋
、

仕
切
り
で
個
室
感
を
持
た
せ
た
テ
ー
ブ
ル

席（
四
席
）、カ
ウ
ン
タ
ー
が
入
る
メ
リ
ハ
リ

の
効
い
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変
わ
る
。五
階
は

和
風
の
内
装
で
、最
大
八
〇
人
が
入
れ
る
テ

ー
ブ
ル
円
卓
の
大
宴
会
場
と
し
て
大
人
数

に
も
対
応
、６
月
２４
日
に
先
行
オ
ー
プ
ン
す

る
。こ
れ
ま
で
畳
の
個
室
と
大
広
間
が
あ
っ

た
三
階
に
は
、
二
階
と
五
階
に
あ
っ
た
メ

ー
ン
と
弁
当
用
の
調
理
場
を
す
べ
て
集
約

し
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
�
食
�
の
提
供
に

取
り
組
む
。
本
店
地
階（
テ
ー
ブ
ル
席
）も

並
行
し
て
改
装
中
で
、８
月
上
旬
の
オ
ー
プ

ン
を
予
定
。

川
中
醤
油
、
関
東
と
関
西
に

営
業
所
開
設
を
計
画

醤
油
製
造
販
売
の
川
中
醤
油
�株
（
安
佐

南
区
沼
田
町
伴
五
〇
〇
六
、
川
中
敬
三
社

長
）
は
、
全
国
の
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
で

の
拡
販
を
図
る
た
め
年
内
に
、
関
東
と
関

西
地
区
に
営
業
所
を
開
設
す
る
計
画
だ
。

営
業
担
当
を
二
人
増
員
し
て
計
八
人
体

制
と
し
、
関
東
と
関
西
に
各
二
人
を
常
勤

さ
せ
る
。両
地
区
の
売
上
げ
規
模
は
現
在
、

そ
れ
ぞ
れ
八
〇
〇
〇
万
円
だ
が
、
営
業
強

化
に
よ
り
向
こ
う
三
年
で
各
三
億
円
台
に

引
き
上
げ
る
。
一
方
、
少
量
入
り
の
コ
ン

パ
ク
ト
タ
イ
プ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、

小
瓶
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
生
産
設
備
を

整
備
中
。
主
力
で
だ
し
入
り
の
「
芳
醇
天

然
か
け
醤
油
」
や
甘
酢
た
れ
、
焼
肉
の
た

れ
な
ど
に
続
く
醤
油
を
ベ
ー
ス
と
し
た
新

商
品
開
発
に
注
力
す
る
。
市
内
や
呉
、
福

山
、
岩
国
、
尾
道
地
区
な
ど
に
も
直
営
店

の
開
設
を
目
指
す
。

▽
瀬
戸
内
海
汽
船
�株
は
、
花
火
ク
ル
ー
ズ

を
実
施
。７
月
２８
日
の「
広
島
み
な
と
夢
花

火
大
会
」の
料
金
は
大
人
六
〇
〇
〇
円
。８

月
１４
日
の
「
宮
島
水
中
花
火
大
会
」
は
、

ロ
イ
ヤ
ル
ル
ー
ム
二
万
円
、
メ
イ
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
一
万
五
〇
〇
〇
円
、
レ
ス
ト
ラ
ン

一
万
二
〇
〇
〇
円
。�電
五
四
五
―
五
五
〇
一
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
は
何

か
、
ガ
ン
検
診
に

お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の

役
割
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
Ｐ

Ｅ
Ｔ
は
陽
電
子
放
出
断
層
撮
影
の
こ
と
で

ガ
ン
の
診
断
に
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
ガ
ン
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第

一
位
で
す
が
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

す
る
こ
と
で
今
や
治
る
病
気
と
言
わ
れ
て

お
り
、
従
来
の
検
査
よ
り
正
確
な
結
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
検
査
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
理
は
ガ
ン
細

胞
が
正
常
細
胞
よ
り
三
〜
八
倍
多
く
ブ
ド

ウ
糖
を
摂
取
す
る
こ
と
を
利
用
し
ま
す
。

検
査
前
六
時
間
絶
食
し
体
の
血
糖
を
下
げ

て
、
ブ
ド
ウ
糖
に
よ
く
似
た
１８Ｆ１８

―
Ｆ
Ｄ
Ｇ

と
い
う
検
査
薬
を
少
量
注
射
し
ま
す
。
投

与
し
た
薬
は
ガ
ン
が
あ
る
部
分
に
多
く
取

り
込
ま
れ
、
ガ
ン
細
胞
の
中
で
光
を
放
出

し
ま
す
。
そ
の
光
を
体
の
外
か
ら
特
殊
な

カ
メ
ラ
で
検
出
し
て
画
像
に
す
る
の
が
Ｐ

Ｅ
Ｔ
で
す
。
体
の
中
で
光
っ
て
見
え
る
部

分
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
ガ
ン
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最

新
の
機
種
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｃ
Ｔ
が
合
体
し
た

装
置
で
、
光
っ
て
い
る
場
所
を
よ
り
正
確

に
識
別
で
き
る
と
い
う
点
で
優
れ
て
い
ま

す
。
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
代
謝
を
見
る
こ
と

に
よ
り
、
従
来
の
検
査
よ
り
一
〇
〜
二
〇

倍
の
検
出
率
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
度
で
全
身
の
検
査
が
で
き
、
感
度
が
高

く
、
痛
み
や
不
快
感
が
な
い
の
が
特
徴
と

言
え
ま
す
。

但
し
、
す
べ
て
の
ガ
ン
が
見
つ
か
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ド
ウ
糖
代
謝
の

少
な
い
ガ
ン
、
体
積
の
小
さ
な
ガ
ン
、
薄

い
ガ
ン（
早
期
胃
癌
な
ど
）、
検
査
薬
の
排

出
経
路
に
重
な
る
腎
臓
・
尿
管
・
膀
胱
な

ど
の
ガ
ン
、
薬
が
集
積
し
な
い
肝
細
胞
ガ

ン
な
ど
は
検
出
が
困
難
で
す
し
、
炎
症
、

良
性
腫
瘍
や
正
常
部
で
も
薬
が
集
積
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
万
能
で
は

な
い
と
い
う
認
識
が
必
要
で
、
他
の
検
査

（
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
、
尿
・
便
検
査
、
胃
カ
メ

ラ
、
超
音
波
、乳
房
撮
影
、
婦
人
科
検
査
な

ど
）と
併
用
し
て
利
用
す
る
の
が
肝
要
で
す
。

検
査
の
費
用
が
約
一
〇
万
円
弱
と
高
額

で
あ
る
こ
と
も
問
題
で
す
。
高
額
な
検
査

費
ゆ
え
に
、
誰
で
も
気
軽
に
受
診
と
い
う

の
は
現
実
的
に
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、

早
期
に
ガ
ン
が
発
見
で
き
れ
ば
完
治
も
期

待
で
き
検
査
・
治
療
費

用
も
抑
え
ら
れ
、
結
果

的
に
は
そ
う
高
く
な
い

と
い
う
考
え
も
あ
り
ま

す
の
で
、
有
効
に
利
用

し
て
下
さ
い
。

ガ
ン
検
診
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
役
割

広
島
市
医
師
会
理
事

中
電
病
院
放
射
線
科
部
長

福
岡

治
仁

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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